
 

会期 2017 年 5 月 18 日（木）～5 月 28 日（日） 

会場 明治大学中央図書館１F ギャラリー（入場無料） 

    〒101-8301 東京都千代田区神田駿河台 1-1 

      TEL 03-3296-4250 

時間 図書館の開館中は観覧いただけます。 

    開館情報はホームページでご確認ください。 

      http://www.lib.meiji.ac.jp/ 
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第 68 回 明治大学中央図書館ギャラリー展示 
 

明治大学中央図書館の日本中世文学関係典籍 
―毛利家旧蔵の歌書・連歌書を中心に― 

 

 

 ２０１７年５月２７日（土）・２８日（日）に本大学で開催される中世文学会春季大会に合わせて、 

明治大学中央図書館が所蔵している中世文学関係典籍を紹介します。 

今回は、毛利家旧蔵本 1のうち、歌書・連歌書のいくつかを中心に展示いたします。 

 １『拾遺愚草』には、下冊末尾に毛利弘元（元就の父）の署名があります。２『御詠草』は毛利元就の 

和歌と連歌を集めたもので、歌集末尾部分に三条西実澄の跋文、連歌末尾部分に里村紹巴の跋文

があります。３～７は元康（元就の子）が関係したもので、識語から、紹巴・玄仍親子との交流を窺うことが 

できます。そのほか９から１９まで、室町時代の歌書・連歌書で、いずれも美麗なものです。また歌書・連

歌書が納められた箱も貴重です。２０から２５までは、時代は下りますが、丁寧に写された立派な本です。 

 毛利家旧蔵本には、歌書・連歌書以外の典籍も数多く含まれます。それらのうち、若干のものも展示しま

した。２６『平家物語』は赤間神宮に伝わった本と同系統で、長門本と言われる２０冊本です。２７『東鑑』

は文禄から慶長の頃の書写で、島津本系統の中でも重要な写本です。そのほか、豊臣秀吉や楠正成、 

源義経、織田信長らの名前の見える典籍（２８～３１）もあります。 

 以上の毛利家旧蔵本の他、特別に『除秘抄』『除秘抄附』を展示しました。『除秘抄』は三条西公條筆

で、後三条天皇撰『院御書』の除目儀の部分に当たります。他に存在の知られていない貴重な本です。

これらについては、明治大学古代学研究所でも研究を進めていますが、今回の展示ではその協力を得て、

同研究所所蔵典籍の一部も展示しました。 

 なお、明治大学博物館には毛利家文書が所蔵されていますが、現在、そのうちの文学関係典籍を 

同博物館で展示 2していますので、ぜひ合わせて御覧ください。 

 終わりに、今回の展示にご協力いただいた、明治大学中央図書館に謝意を表します。 

 

                                   明治大学文学部教授 

牧野 淳司 
 

1. 毛利家旧蔵書 (中央図書館蔵、約６９００ 冊） 

長州藩毛利家伝来の蔵書で、歌書、歴史書などからなる。天下の稀本といわれる『源氏ものあらそひ』や 

里村紹巴系統の連歌書など、各家の自筆や書入れ本、写本など貴重な資料を含む。藩政文書も多数 

あり、文書類は博物館に収蔵されている。   

2. 明治大学博物館「新収蔵・収蔵資料展２０１７」 

会期：４月１５日(土)～５月２８日（日） 

会場： 明治大学博物館 特別展示室 

開館時間：10：00～17：00（入館は 16：30 まで） 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 
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「
明
治
大
学
中
央
図
書
館
の
日
本
中
世
文
学
関
係
典
籍 

―
毛
利
家
旧
蔵
の
歌
書
・
連
歌
書
を
中
心
に
―
」 

展
示
書
目
リ
ス
ト 

 

１ 

『
拾
遺
愚
草
』
上
・
中
・
下
・
員
外
雑
歌 

四
冊 

下
冊
末
尾
「
治
部
少
輔
／
弘
元
（
花
押
）
」 

 

２ 

『
御
詠
草
』
一
冊 

歌
集
末
尾
「
于
時
元
亀
第
三
暦
仲
呂
吉
辰
／
懸
車
老
翁
特
進
実
澄
」 

連
歌
末
尾
「
元
亀
三
年
二
月
は
し
め
、
是
を
し
る
し
終
り
ぬ
／
紹
巴
在
判
」 

 

３ 

『
三
部
抄
註
』
一
冊 

末
尾
「
這
三
部
抄
者
宗
祇
作
也
、
朱
書
者
玄
仍
老
大
坂
下
／
向
之
刻 

于
時
慶
長
四
稔
十
月
令
聴
書
訖
／
元
康
（
墨
印
）
」 

 

４ 

『
勅
撰
名
所
抜
書
』
一
冊 

 

５ 

『
仮
名
遣
定
家
卿

御

作

』
一
帖 

末
尾
「
此
一
冊
者
、
毛
利
大
蔵
大
輔
殿
元
康

／
御
書
写
畢
、
一
覧
之
次
／
誌
之
者
也
／
文
禄
四
年
五
月
下
旬
／
紹
巴
（
花
押
）
」 

 

６ 

『
出
葉
口
伝
抄
』
一
巻 

末
尾
「
此
一
巻
者
、
毛
利
元
康

依
御
執
心
／
御
懇
望
之
間
、
口
伝
之
已
後
、
玄
仍
／
染
筆
奉
送
之
者
也
／
慶
長
四
年
林
鐘
上
旬
／
法
眼
紹
巴
（
花
押
）
」 

 

７ 

『
出
葉
口
伝
抄
』
一
巻 

末
尾
「
天
正
十
九
年
季
秋
下
旬
／
老
酔
人
書
之 

紹
巴
在
判 

／ 

慶
長
七
年 

 

書
之
」 

 

８ 

歌
書
・
連
歌
書
一
箱
（
歌
書
・
連
歌
書
十
八
点 

＊
内
、
四
点
は
別
に
展
示
） 
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９ 
『
三
部
抄
』
一
帖 

 

１０ 

『
飛
鳥
井
雅
親
卿
歌
書
』
一
帖 

末
尾
「
右
一
帖
者
、
大
樹
当
家
依
被
仰
／
出
、
累
祖
雅
親
卿
法
名
栄
雅

奉
注
進
／
抄
出
也
、
尤
以
可
為
秘
説
者
也
、
不
可
／
有
外
見
而
已
」 

 

１１ 

『
新
式
追
加
』
一
帖 

末
尾
「
應
安
以
来
新
式
之
今
案
、
追
加
條
々
／
并
近
代
用
捨
篇
目
等
、
依
多
其
端
、
／
末
学
常
迷
之
、
商
量
而
今
彼
是
／
勒
以
為
一
冊
、
但
猶
未
一
決
之
事
、
或
／
暫
漏

之
、
或
先
載
之
、
以
待
後
君
子
／
志
同
者
、
従
之
亦
宜
乎 

／
文
亀
辛
酉
林
鐘
上
澣 

肖
柏
」 

 

１２ 

『
下
紐
』
一
帖 

 

１３ 

『
連
歌
新
式
抜
書
』
一
帖 

 

１４ 

『
至
宝
抄
』
一
帖 

 

１５ 

『
和
歌
條
々
』
一
巻 

末
尾
「
右
、
和
哥
之
条
々
、
為
弘
中
源
治
郎
興
勝

、
／
注
之
訖 
／
永
正
六
年
閏
八
月
日 

／ 

権
中
納
言
雅
俊
（
花
押
）
」 

 

１６ 

『
源
氏
物
あ
ら
そ
ひ
』
一
巻 

末
尾
「
于
時
應
永
廿
年
七
月
一
日
書
之 

／ 

亀
若
丸
」 

※
参
考
文
献
：
平
田
さ
く
ら
「
貴
重
書
紹
介
『
源
氏
物
あ
ら
そ
ひ
』
」
（
『
明
治
大
学
図
書
館
紀
要
』
三
号
、
一
九
九
九
年
一
月
） 

 

１７ 

『
連
歌
新
式
抜
書
』
一
帖 

 

１８ 

『
連
歌
比
況
集
』
一
帖 
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１９ 
『
新
哥
仙
』
一
帖 

 

２０ 

『
詞
花
和
歌
集
』
一
帖 

 

２１ 

『
風
雅
和
歌
集
』
上
下
二
帖 

 

２２ 

『
続
千
載
和
歌
集
』
上
下
二
帖 

 

２３ 

『
新
続
古
今
和
歌
集
』
上
下
二
帖 

 

２４ 

『
古
今
集
歌
合
』
上
下
二
冊 

 

２５ 

『
小
夜
の
ね
覚
』
一
冊 

末
尾
「
右

写

本

云

一
巻
、
以
称
名
院

内
大
臣

公
條
公

正
筆
之
本
、
／
一
時
写
之
畢
、
一
條
禅
閤
御
作
、
号
／
小
夜
寝
覚
也
／
于
時
天
正
十
九
年
七
月
八
日 

称
好
齋
」 

 

２６ 

長
門
本
『
平
家
物
語
』
二
〇
冊 

 

２７ 

『
東
鑑
』 

 

２８ 

『
行
幸
之
次
第
』
一
帖 

 

２９ 

『
高
麗
物
語
』
上
下
二
冊 

 

３０ 

『
楠
家
系
図
草
稿
』
一
冊 
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３１ 
『
義
経
公
軍
歌
百
首
』
一
冊 

  

特
別
展
示 

『
除
秘
抄
称
有
仁
公
抄 

或
称
俊
明
卿
抄

』 

奥
書
「
本
云

建
久
三
年
十
二
月
十
二
日
、
於
燈
下
校
合
了
、
／
有
仁
公
次
第
云
々

或
云
俊
明
卿
次
第
云
々

、 

正
平
九
年
六
月
廿
三
日
、
一
見
了
／
左
大
将
判
／
右
以
件
奥
書
本
卒
馳
筆
了
、
／
天
文
九
年
正
月
廿
六
日
／
按
察
使

（
三
条
西
公
条
）

（
花
押
）
」 

  

明
治
大
学
中
央
図
書
館
所
蔵
三
条
西
家
旧
蔵
本
『
除
秘
抄
』
・
『
除
秘
抄
附
』
に
つ
い
て
（
解
説
） 

須
藤
あ
ゆ
美
（
明
治
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
・
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
DC1
） 

 

県
召
除
目
の
儀
式
次
第
・
作
法
を
書
い
た
儀
式
書
。
奥
書
に
よ
れ
ば
、
天
文
九
年
（
一
五
四
〇
）
に
三
条
西
実
隆
（
一
四
五
五
～
一
五
三
七
）
の
息
子
公
条
（
一
四
八
七
～
一
五

六
三
）
が
書
写
し
た
と
い
う
。
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
の
受
け
入
れ
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
戦
後
大
量
に
流
入
し
た
三
条
西
家
旧
蔵
本
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
以
下
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
田
島
公
氏
・
末
柄
豊
氏
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
た
上
で
、
本
書
の
概
要
と
史
料
的
価
値
に
つ
い
て
述
べ
る
。 

 

本
書
は
『
群
書
類
従
』
等
に
所
収
さ
れ
る
中
原
氏
に
よ
る
『
除
目
抄
』
（
別
名
『
除
秘
抄
』
）
と
は
別
物
で
、
す
な
わ
ち
後
三
条
天
皇
自
撰
の
詳
細
で
長
大
な
儀
式
書
『
院
御
書
』

の
う
ち
の
除
目
部
分
に
あ
た
る
。
長
ら
く
、
後
三
条
天
皇
撰
『
院
御
書
』
の
全
貌
は
不
明
の
ま
ま
で
あ
っ
た
が
、
近
年
の
研
究
に
よ
っ
て
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
『
無
題
号
記
録
』
こ
そ

『
院
御
書
』
で
あ
る
と
い
う
事
実
が
立
証
さ
れ
、
逸
文
で
し
か
知
り
得
な
か
っ
た
後
三
条
天
皇
撰
『
院
御
書
』
の
ま
と
ま
っ
た
本
文
の
検
討
が
可
能
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
尊
経
閣

文
庫
所
蔵
『
無
題
号
記
録
』
は
「
京
官
除
目
」
二
日
目
の
途
中
よ
り
欠
落
し
て
お
り
、
そ
の
後
欠
部
分
の
発
見
が
俟
た
れ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
、
幸
運
に
も
明
治
大
学
中

央
図
書
館
よ
り
三
条
西
家
旧
蔵
本
『
除
秘
抄
』
が
再
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
、
本
書
が
『
無
題
号
記
録
』
「
除
目
事
」
「
京
官
除
目
」
初
日
部
分
と
同
文
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
『
無

題
号
記
録
』
後
欠
部
に
続
く
か
な
り
の
分
量
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
後
三
条
天
皇
撰
『
院
御
書
』
の
実
態
が
さ
ら
に
明
確
化
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。 

 

ま
た
、
本
書
冒
頭
割
書
に
「
称
有
仁
公
抄 

或
称
俊
明
卿
抄
」
と
あ
る
よ
う
に
、
源
有
仁
（
一
一
〇
三
～
四
七
）
編
著
の
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
有
仁
は

後
三
条
・
白
河
両
天
皇
と
村
上
源
氏
系
公
卿
に
伝
わ
る
叙
位
・
除
目
の
儀
式
作
法
を
集
大
成
し
て
多
く
の
儀
式
書
を
生
み
出
し
た
人
物
で
、
そ
の
説
は
鎌
倉
・
室
町
期
以
降
の
非
摂

関
家
の
な
か
で
「
花
園
説
」
と
し
て
継
承
さ
れ
て
ゆ
く
。
も
し
、
本
書
が
元
々
は
有
仁
の
編
著
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
後
三
条
天
皇
か
ら
有
仁
に
つ
な
が
る
叙
位
・
除
目
書
の
系
譜
や

そ
れ
ら
儀
式
書
の
製
作
過
程
を
解
明
す
る
一
助
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。 
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さ
ら
に
、
も
う
一
つ
の
史
料
的
価
値
は
三
条
西
実
隆
・
公
条
父
子
に
充
て
た
紙
背
文
書
の
書
状
に
あ
る
。
そ
の
数
は
全
体
で
五
十
通
弱
に
も
及
び
、
と
く
に
北
陸
三
国
（
若
狭
・

越
前
・
能
登
）
の
武
士
に
よ
る
書
状
は
十
九
通
を
数
え
る
。
中
に
は
た
と
え
ば
、
能
登
守
護
畠
山
義
総
が
公
条
に
『
史
記
』
・
「
伊
勢
物
語
御
聞
書
」
な
ど
の
書
籍
の
貸
借
や
教
授

を
求
め
た
こ
と
、
義
総
の
被
官
温
井
孝
宗
が
実
隆
に
「
源
氏
之
色
紙
」
や
「
源
氏
之
ち
う

（

注

）

」
と
い
っ
た
『
源
氏
物
語
』
関
係
書
物
を
所
望
す
る
様
子
も
見
え
、
文
芸
を
希
求
し
て
や

ま
な
い
北
陸
武
士
た
ち
の
生
々
し
い
肉
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
他
、
周
防
の
杉
興
道
や
河
内
の
木
沢
長
政
、
連
歌
師
肖
柏
・
宗
牧
な
ど
全
国
各
地
か
ら
の
来
信
も
見
ら
れ
、

差
出
人
の
多
様
性
は
三
条
西
実
隆
・
公
条
父
子
の
声
価
が
地
方
に
ま
で
広
く
及
ん
で
い
た
こ
と
を
よ
く
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
本
書
の
紙
背
文
書
を
研
究
す
る
こ
と
で
、
十
五
世
紀
か

ら
十
六
世
紀
の
京
都
と
地
方
を
つ
な
ぐ
文
化
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
様
相
が
よ
り
い
っ
そ
う
明
ら
か
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。 

 

な
お
、『
除
秘
抄
附
』
は
『
除
秘
抄
』
と
セ
ッ
ト
で
見
出
さ
れ
た
た
め
仮
に
付
し
た
名
称
で
あ
る
。
内
容
は
除
目
の
作
法
を
項
目
ご
と
に
分
け
、「
申
云･

･･

」「
仰
云･

･
･

」
の
よ
う

に
問
答
形
式
で
先
例
を
交
え
な
が
ら
自
説
を
語
る
構
成
を
と
っ
て
い
る
。
前
欠
で
識
語
も
持
た
ず
錯
簡
も
存
在
す
る
が
、
そ
の
筆
跡
に
よ
る
と
『
除
秘
抄
』
と
同
じ
く
三
条
西
公
条

に
か
か
る
も
の
で
あ
る
か
と
推
測
さ
れ
る
。
今
後
、
本
文
の
釈
読
を
含
め
た
精
細
な
検
討
が
求
め
ら
れ
る
が
、
今
現
在
、
明
治
大
学
古
代
学
研
究
所
の
日
本
文
学
・
日
本
史
学
専
門

の
所
員
ら
が
協
力
し
て
研
究
を
進
め
て
い
る
。 
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篇
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史
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四
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